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の貝殻が周囲骨 と結合 していることが確認 されて
いる1)。即時荷重型骨内インプ ラン トの原型 とい
える処置ではあるが,歯科治療の歴史の中でこの
方法が繰 り返 し実施 された形跡はみられない。一
方,オ ッセオインテグレーションに基づ く口腔イ
ンプラン トは,現 在,臨 床に広 く用い られてお り,
本学附属病院においても口腔インプラントを応用
した補綴歯科治療の症例数 は年々増加 してい る。
先 に述べ た貝殻製の イン フ゜ラン トとは異な り,
オッセオインテグレーテ ッドインプラントが予知
性の高い治療法として認知 されたことによるもの






ラン ト治療の 「素性」の一部 を明確にする。また
これ ら2つの治療法の臨床的な選択基準 を整理す

























　機能回復程度に関 して,こ れ らを直接比較 した
RCTやシステマテ ィックレビューは検索 されな
かった。非補綴側に対 してブリッジを装着 した側









　治療 に伴 う心理的要因についてもこれ らを直接
比較 した報告はなく,欠損を放置 した場合に比較




















有利になる。ただし生体 に対す る侵襲 という意味




















ツールの一つ と捉えられており,広 く臨床応用 さ
れるようになった。この変化は単に量的なものば
か りではなく,質的にも種々の変革がなされてい









































　 2.機能回復程度,心 理的要因,経 済的要因に
関 しては,充 分な臨床疫 学的デ ータが得 られな
かった。
　 3.1歯中間欠損に対す る治療法選択の臨床的
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